
ＪＲ東海労ニュース
またもや、米国が非公表による核実験断行！

米国による核実験に満腔の怒りを込めて糾弾！
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米国エネルギー省の国家核安全保障局（ＮＮ

ＳＡ)は、昨年11月16日に臨界前核実験を、ま

たもや非公表で強行していたことが、１月６日

マスコミ報道で明らかになりました。核実験は

いかなる理由があろうとも許されるものではあ

りません。核実験の強行は、オバマ大統領のプ

ラハ演説での「核なき世界」の提唱と、そのこ

とに対するノーベル平和賞受賞とは全く相容れ

ない行為です。

ＪＲ東海労は、今回の核実験を満腔の怒りを

込めて糾弾します。米国は「保有する核兵器の

安全性を確認」と目的を明らかにしていると報

道されていますが、軍事力強化の優位性をはか

ることが狙われているのであり、核戦争の危機

を誘発する以外何ものでもありません。

私たちは、福島第一原発事故によって「核と

人類の共存できない」ことを再認識しました。

あらためて、核廃絶、反原発を訴え、あらゆる

戦争政策に反対し闘うことを表明します。
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